
2024年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL02624A12）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

東ティモー
ル G101 青少年活動 20～45

歳のみ 個別 新規 2年 ・2024/3 ・2025/1 ・
2025/2

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

法務省

2）配属機関名（日本語）

コモロ児童・青少年センター (CCYC)
NGO

3）任地（ ディリ県ディリ ） JICA事務所の所在地（ ディリ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は、首都中心部に位置し、青少年の能力向上を目的として2000年に設立された団体である。設立当初は、unicef
やNGO国境なき子どもたちと協働でスポーツを中心に活動を行っていた。現在は、1. スポーツイベント(サッカー、バレー
ボール他)、2. コンピュータ教室、3. 青年企業家育成研修(畜産、養殖、農業)、4. 語学教室(英語、ポルトガル、韓国語)
の4つの活動を中心に行っている。それぞれの活動の頻度としては、スポーツイベント:月一回程度、コンピュータ教室:
毎日、青年企業家育成研修:月一回程度、語学教室:毎日となっている。営業時間は月曜日から土曜日まで、8:00か
ら18:00である。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先では、地域の青少年の能力向上のために、限られた人員で幅広い分野において指導を行っている。スポーツで培
われる精神的、社会的な成長を通した人格形成にも重きを置いており、スポーツイベントを開催している。また、青少
年のキャリア形成を目指して、コンピュータ教室、語学教室、青年企業家育成研修を行っている。各活動に対して担当
スタッフの配置は1名のみとなっており、より質の高い活動の提供を可能にするために、JICA海外協力隊の要請に至っ
た。併せて、昨今、日本や日本語に興味のある若者が多いため、語学教室の一環として日本語コースの開始を検討して
いる。隊員には、日本語教室の開催や実施後のサポート、日本文化紹介等の活動も期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

青少年の健全育成に寄与するために、以下の活動を行なう。
1. サッカー、バレーボール等のスポーツイベント開催の準備、運営を行う。
2. コンピュータ教室において、Microsoft Office(Word、Excel、PowerPoint等)操作の基礎を教える。
3. 必要に応じて、日本語や日本文化を紹介する。(日本語コースが開始される可能性あり)
4. 青年企業家育成研修等、団体の実施するその他の活動・イベントのサポートを行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

グラウンド、各種ボール、教室
デスクトップ機 ×15台 (Windows XP, Windows7, Window10, Microsoft Office 2007他)

4）配属先同僚及び活動対象者

施設長: 男性、40代、経験18年

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


プロジェクトマネージャー: 男性、30代、経験3年

活動対象: 15才から24才の男女
スポーツイベント: 約50～100名
コンピュータ教室: 約65～70 名 (4クラス)

5）活動使用言語

テトゥン語

6）生活使用言語

テトゥン語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

[汎用経験]：

　・青少年を対象とした活動経験（2年以上）

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（23～32℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
隊員が居住する住居は、ワンルームアパートメントまたはホームステイとなる。

【類似職種】
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